


御
祭
神

大
吉
備
津
彦
大
神
並
に

一、
由

緒

御
祭
神
は
第
七
代
孝
霊
天
皇
の
皇

子
に
ま
し
ま
し
、
第
十
代
崇
神

夭

皇
の
御
代
に
吉
備
の
国
に
下
ら
枚
、

湿
准
と
云
う
悪
者
を
千
ら
げ

て
千

わ
と
秋
斤ヽ
を
き
づ
き
、
こ
の
地

に

官
を

い
と
な
ま
ｋ
て
吉
備
の
国
の

人
々
の
た
め
に
仁
政
を
行

い
給

い
、

長
寿
を
以
て
こ
の
地
に
莞
去
せ
ら

ｋ
ま
し
た
。
社
伝
に
よ
薇
ば
仁
徳

天
皇
が
昔
備
の
国
に
行
幸
し
合
う

た
時
、
御
創
定

に
な

っ
た
も
の
で
、

延
喜
式

の
定
よ
る
や
名
神
夫
社
に

列
し
、
や
が

て

一
品
の
神
階
を
授

け
ら
ね
ま
し
た
の
で

一
品
吉
備
津

官
、
ま
た
二
備
（備
前
、
備
ヤ
、
備
後
）

の
一
の
官
と
称
せ
ら
枚
、
全
国
の
人
々

か
ら
深
く
信
仲
せ
ら
久
て
い
ま
す
。

配
祀
八
柱
の
神
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―
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１

⇔
鵡

一、
吉
備
津
神
社
境
内
の
諸
建
築

殿
・拝
殿
は
室
町
時
代
初
期
の
代
表
的

建
築
で
コ
ロ備
津
造
り
」
と
称
せ
ら
れ
全

国
唯
一の
造
り
と
し
て
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
本
殿
か
ら
南
の
本
宮
社
を
つ
な
ぐ
総

延
長
約
四
〇
〇
ｍ
に
及
ぶ
廻
廊
や
随
神
を
お
祀

り
す
る
三
間
一戸
の
八
脚
か
ら
な
る
南
・北
随
神

門
は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

境
内
を
彩
る
植
物

に
は
椿
・桜
・牡
丹
ら
つ
じ
等
が

境
内
を
色
蘇
か
に
飾
り
、
初
夏

に
は
二
千
株
近
く
の
紫
陽
花
が
多
く
の

見
る
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
秋
に
は
本
殿
横
の
広
場
に
そ
び
え

立
つ
樹
齢
六
百
年
以
上
の
大
銀
杏
が
紅

葉
を
迎
え
、
そ
の
落
葉
が
広
場

一面
を

黄
金
色
の
絨
毯
に
変
え
ま
す
。

▲大銀杏

▼北随神門



一、
主
な
祭
暦

一、
鳴
釜
神
事

◆
歳
旦
祭

◆
節
分
の
日
祭

◆
建
国
記
念
の
日
の
祭

◆
春
季
大
祭

◆
木
堂
祭

◆
大
祓
式

◆
夏
祭
り

◆
秋
季
大
祭

◆
大
祓
式
・除
夜
祭

◆
月
旦
祭

◆
月
次
祭

毎
月

一
日

毎
月
十
三
日
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一、
春
・秋
の
大
祭

当
け諄
椰
羅
牌
韓針揮補

い
ま
す
。
御
供
殿
と
呼
ば
れ
る
建
物
に
て
大
勢
の

世
話
人
が
集
ま
り
神
餞
や
奉
供
物
を
前
日
ま
で

に
整
え
ま
す
。
当
日
は
そ
れ
ら
お
供
え
物
や
神

宝
類
を
百
数
十
人
に
の
ぼ
る
氏
子
の
方
々
が
神

職
を
先
導
に
本
殿
を
目
指
し
て
長
い
長
い
行
列

と
な
っ
て
運
び
、
神
さ
ま
に
お
供
え
し
ま
す
。

春
は
五
穀
豊
穣
を
祈
念
し
、
秋
は
収
穫
に
感
謝

す
る
お
祭
り
で
す
。 一

月

一
日

二
月
二
日

二
月
十

一
日

五
月
第

二
日
曜

五
月
十
五
日

六
月
二
十
日

七
月
二
十

一
日

十
月
第
二
日
曜

十
二
月
二
十

一
日

御
脚

』
［
狂
ほ
¨
】
制
嘲
い
物
は
れ
洵
南
か

る
御
釜
殿
に
て
執
り
行
わ
れ
る
神
事
で
す
。
お

釜
の
鳴
る
音
に
よ
っ
て
吉
凶
禍
福
を
占
う
神
事

で
あ
り
、
そ
の
神
秘
な
霊
験
は
少
な
く
と
も
室

町
末
期
に
は
天
下
に
有
名
で
あ
り
、
江
戸
期
の

怪
奇
小
説

「
雨
月
物
語
」
に
も
登
場
し
ま
す
。

＊
金
曜
以
外
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
二
時
ま
で
の
毎
日
、
こ
奉
仕
致
し
て
お
り
ま
す
。

但
し
、
五
月
第
二
日
曜
・十
月
第
二
日
曜

十
二
月
二
十
八
日
は
当
社
行
事
の
た
め
こ
奉
仕
は
で
き
ま
せ
ん
。

一、
正
月
の
行
事

◆
矢
立
の
神
事

正
月
二
日
午
前
九
時
半
頃
よ
り
当
社
正
面
入
日
の
矢
置
岩

と
い
う
巨
石
の
前
に
て
、
射
手
が
空
中
高
々
と
矢
を
放
ち

四
方
よ
り
来
る
災
禍
を
祓
い
そ
の
年
の
安
寧
を
祈
り
ま
す
。

◆
吉
備
津
三
昧
線
餅
つ
き

餅
つ
き
保
存
会
の
方
々
が
三
味
線
の
小
気
味
良
い
リ
ズ
ム

に
合
わ
せ
賑
や
か
に
餅
を
つ
き
ま
す
。
つ
い
た
餅
は
初
詣

の
参
拝
者
に
ふ
る
ま
わ
れ
ま
す
。

◆
え
び
す
祭
り

正
月
の
九
日
・十
日
・十

一
日
に
、
恵
比
須
・大
黒
二
柱
の
神

さ
ま
を
お
祀
り
す
る
え
び
す
宮
に
て
熊
手
・箕
・宝
船
な
ど

の
縁
起
物
を
授
与
し
ま
す
。
ま
た
、
商
売
繁
昌
の
祈
祷
も

随
時
ご
奉
仕
致
し
ま
す
。


